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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・商店街にある百貨店の食料売場の改装に加えて、周
辺の小型スーパー２店舗の閉鎖により、売上が回復し
ている。大型連休の期間は、周辺のホテルが満室状態
となり、飲食店の売上が前年比約120％と好調であっ
たほか、商店街全体に効果がみられた。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・大型連休の影響が懸念されたが、近場へ買物に出か
ける客も割と多くみられた。また、季節の変わり目と
いうことで、衣料品を買い求める客もみられ、購買意
欲が多少増している。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・大型連休の売上がとても良かった。高速道路料金引
下げが相当影響している。

百貨店（役員） 販売量の動き ・好天に恵まれたことで客足が良く、好調に推移して
いる。特に価格に敏感な層に動きがみられる。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・今月は衣料品が好調であり、売上は２けた以上の伸
びを達成している。全体でも来客数が２けたの伸びと
なっており、売上が好調に推移している。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・プライベートブランドの値下げなどの効果もあり、
販売量は２けたの伸びとなっている。ただ、客単価は
前年ベースを下回っている。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・エコポイント制度の効果で薄型テレビの販売が好調
である。

高級レストラン
（スタッフ）

競争相手の様子 ・大型連休の効果に加えて、天候にも恵まれたことか
ら、売上は前年を15％上回っている。同業者もどこも
同じように良かったと聞いている。

タクシー運転手 販売量の動き ・大型連休は思っていたよりも多くの観光客がみられ
たことから、売上は３か月前に比べて約８％増加して
いる。前年と比べても減少幅が小さくなっている。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・前政権での補正予算の効果が多少みられ、建設会社
やゼネコンの業績がやや回復している。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の動きとして、様子を見ようという動きがみられ
る。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・９月の来街者数は前年並みであったが、ウインドウ
ショッピングをしている客は少なく、よそ見をせずに
目的の店舗にまっすぐ向っており、相変わらず目的の
用事以外の買物にはお金を使わない。

一般小売店［土
産］（店員）

お客様の様子 ・新千歳空港の乗降客数は前年を下回っているが、物
販、飲食店共に来客数の減少幅よりも売上の減少幅が
大きくなっている。北海道を訪れる人達がお金を使っ
ていない状況にある。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・ここ３か月の買上客数は前年比97.8％となってお
り、９月も同じような傾向であった。

スーパー（役
員）

単価の動き ・９月に入り、客単価は前年比で４ポイントほど上昇
しているが、相変わらず商品単価が下がっている。買
上点数の増加で客単価を維持しているが、商品単価は
まだ低下傾向にある。

スーパー（役
員）

来客数の動き ・大型連休は人の動きがみられたことから来客数が増
えたが、それ以降は特に大きな変化はみられなかっ
た。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・大型連休の期間は高速道路料金引下げの効果もあ
り、紅葉などの行楽需要がみられ、売上が前年から
10％ほど増加したが、全体としては変わらないまま推
移した。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・エコポイント制度の効果が期待したほど出ていな
い。

家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・暖房機の動きが良く、薄型の高額のＦＦ式ストーブ
の販売量が前年を上回っている。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・エコポイント制度効果による需要は一段落してい
る。薄型テレビの販売量が引き続き好調なものの、Ｏ
Ａ機器や白物家電の不振が続いており、全体としては
ほぼ横ばいである。

家計
動向
関連



乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・スクラップインセンティブなどの古い車の買換えを
促進する国の補助政策があるが、その効果はあまり感
じられない。特異なエコカー人気がなければ、厳しい
ことこの上ない。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・ハイブリット車の納車がエコカー減税の免税対象期
間である３月に間に合わず、４月に入るようになった
ため、販売量が20％近く減少している。

住関連専門店
（従業員）

販売量の動き ・プレミアム付き商品券の効果が出てきているが、全
体としては変わらない。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・高速道路料金引下げの影響もあり、大型連休期間中
の自動車燃料の販売量が前年を上回っている。

一般レストラン
（スタッフ）

競争相手の様子 ・同じフロアの競合店が８月末で閉店したため、当店
の売上は前年を上回ったが、飲食店街全体の売上は引
き続き前年を下回っている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・大型連休期間以外は前年を下回る来客数となり、依
然として厳しい状況が続いている。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・今月の来客数は前年比で82％程度にとどまってい
る。販売量は前年を上回っているが、大型連休の効果
による一過性の現象に過ぎない。一方、３か月後の先
行受注状況をみると、来客数と同様に前年比は82％程
度となっている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・来客数はやや増えているものの、単価はむしろ低下
傾向にあり、ＪＲ券や航空券などの単品での購入にシ
フトしている。

タクシー運転手 来客数の動き ・相変わらず電話での注文が減少している。
通信会社（社
員）

お客様の様子 ・相変わらず客の購買意欲は低く、慎重になってい
る。インターネットと固定電話の他社からの切替えの
提案を行っても、サービス内容が増えることや利用環
境が向上することよりも、月額料金が現在より11,000
円程度増えることがネックとなり、思いとどまるケー
スが多い。支出の増加に対する客の抵抗感がまだ強い
と感じる。

通信会社（企画
担当）

競争相手の様子 ・競合他社において、引き続き利益を度外視した営業
攻勢がみられるものの、自社の売上は計画通りであっ
た。

観光名所（役
員）

来客数の動き ・今月の前半は観光客の入込数が引き続き低迷したも
のの、大型連休が天候に恵まれたことから順調な入込
がみられ、月全体としては前年を若干上回る入込数と
なった。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・大型連休には突発的に利用者が増加したが、それ以
外の期間は低迷したまま変化がみられない。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・依然として状況に変化がみられない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・天候の影響もあるが、季節の変わり目としては暇な
日が続いている。依然として客は消費活動を行う気分
になれないのか、先行き不安と相まって、売上になか
なかつながらない。

一般小売店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・今年は９月の大型連休があり、この間の営業が休業
日となったことから、売上に大きな影響を与えてい
る。また、得意先の様子も深刻な状況であり、客の購
買意欲も低下している。

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・客の動向をみると、特別な行祭事での買物であって
も最低限必要な物を購入して済ませる限定的な動きと
なっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・ここ数か月、客の買上金額が前年を下回っており、
単価の低い商品の構成比が高まっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・報道されているような製造業の回復は部分的なもの
であり、地域全体の消費動向は依然として低迷してい
る。９月の大型連休の効果は、ゴールデンウィークに
好調だった地域でみられた。大型連休以外の期間は値
引き商品の販売が目立った。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・売上や来客数の動きをみると、やや悪くなってい
る。



その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・店頭で病院薬についての問い合わせが増えている。
薬局で相談をして、病院で投薬を行うという客が増え
ている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・今年は９月の大型連休があり、その間の売上は前年
を30％近く上回ったが、その期間を除くと、ここ数か
月続いた景気の上向き感が薄れている。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・大型連休期間中は活況となったが、月全体の売上は
前年をやや下回った。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・大型連休の期間中は宿泊客も満室状態と良かったも
のの、それ以外の期間の入込が極端に悪く、月全体で
は前年を下回っている。前年比のマイナスは過去にな
いほどの長期間にわたり続いている。

観光型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・新型インフルエンザなどの影響で、北海道観光の入
込客が落ち込んでおり、販売量を確保するための価格
競争が激しくなっている。宿泊代や食事代などの単価
は前年から10％以上低下している。販売量を増やして
も、人手が増えるため、人件費が増加し、利益の増加
にはつながらない。

旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・大型連休は、個人消費の節約志向と高速道路料金引
下げの影響などにより、マイカー利用による日帰り旅
行や温泉宿泊など客単価の低い旅行が目立った。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・観光シーズン、夏休みといった要因から、来客数は
３か月前に比べて220％の増加となったが、前年比で
は87.1％と減少している。海外旅行、国内旅行とも来
客数が減少傾向にあり、特に海外からの団体客の減少
が目立っている。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・新政権の公共工事の方針や景気対策がはっきりしな
いため、建設業や工事関係者、自営業者などが相当出
費を控えており、売上が減少している。

悪く
なっている

スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売量が前月比で96％と悪くなっている。また、自
社競合も含めた他店との価格競争が激化してきてい
る。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・新型インフルエンザの影響で、個人旅行での観光客
が減っている。居酒屋でもなかなか個人観光客を見か
けない。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・新型インフルエンザへの懸念によるキャンセルが出
ており、全商品の販売量が前年の60％程度となってい
る。

タクシー運転手 来客数の動き ・９月に入ってもタクシーの売上は前年を大きく下
回っており、前年比で10％程度のマイナスとなってい
る。電話での注文も減っており、夜間の利用客も減っ
ている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・東京を中心に個人需要が増えてきている。特に、比
較的廉価な商品に顕著な動きが出てきている。

金属製品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・若干ではあるが、販売量が少しずつ回復してきてい
る傾向がある。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・小売業においては長雨や低温で夏物商戦が不振であ
り、運送業においても農作物の生育遅れから１次産品
の荷動きが低迷している。しかし、土木建設業や家電
量販店、自動車販売店などは景気対策効果がある程度
浸透していることから持ち直している。旅館・ホテル
などの観光関連も大型連休の効果でにぎわっている。
総じてみれば厳しさはあるが、景気はやや上向いてい
る。

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前の受注額が前年比でマイナスであったのに
対して、今月の受注額は前年比でプラスとなってい
る。

変わらない 食料品製造業
（団体役員）

受注量や販売量
の動き

・エコポイント制度やエコカー減税の効果で購買意欲
が出ているものの、食料品の低価格化が強まっている
ことから、受注量、受注価格は前年比で５～10％程度
落ち込んでおり、引き続き厳しい状況にある。業界で
は、受注量の減少や景気低迷の影響から、休日を増や
す企業も増加している。

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・例年９月は最盛期への入り口となることから、受注
が活発になる時期だが、今年は今のところ盛り上がり
に欠けている。

企業
動向
関連



金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・周りの企業の景気が悪いことから、受注単価が引き
続き低下している。

司法書士 取引先の様子 ・土地取引は依然として低迷している。建物の建築状
況は若干上向き状態であるが、低水準のまま推移して
いる。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・一部の大型物件を除いた全体の仕事量は変わらない
が、販売量が減少傾向となっており、それにともなっ
て納入価格も低下している。

やや悪く
なっている

建設業（従業
員）

競争相手の様子 ・商業施設の企画、設計はすべて中止か延期となって
おり、マンションも着工延期となっている。設計事務
所には仕事がほとんどなく、廃業や縮小を迫られてい
る。

司法書士 取引先の様子 ・不動産取引の成約件数が減少している。
その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・基幹産業の農業では、繁忙期のため、どこも忙しい
が、原価の上昇により収益性が低下している。

悪く
なっている

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・補正予算の未執行分の一時停止により、補正予算に
寄せる期待が大きかった道内の取引先の多くが活動の
縮小や様子見を余儀なくされており、自社にも影響が
出ている。

司法書士 取引先の様子 ・不動産の売買、建物の新築等が減少したままであ
る。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人数は第１四半期を底にして緩やかな改善傾向に
ある。ただし、前年比ではマイナス27％と水準自体は
低い。コールセンターなどの求人に動きが見え始めて
いるのが明るい材料である。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・中途採用のあっ旋などの人材紹介事業では、販売系
の派遣も事務系の派遣も新規求人企業数が前年を下
回っており、人件費の削減圧力が強い。人材派遣事業
では、契約満了時に契約を継続しないケースが増えて
いる。行政機関から受託している求人開拓事業も前年
を下回る傾向がみられる。

求人情報誌製作
会社（編集者）

雇用形態の様子 ・正社員などの常用雇用の求人件数の微減傾向が続い
ている一方で、短時間型のアルバイト・パートなどの
非常用雇用の求人件数が微増傾向にある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・８月の有効求人倍率は0.33倍であり、前年からは
0.08ポイント低下し、10か月連続で前年を下回った。
新規求人数は若干増加したものの、月間有効求人数は
前年を7.7％下回っており、相変わらず厳しい状況に
ある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・月間有効求人数は前年から12.5％減少し、34か月連
続で前年を下回った。新規求人数は前年から4.7％減
少し、18か月連続で前年を下回った。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・管内の８月の新規求人数が前年比で7.5％の増加と
なったものの、有効求人倍率は0.31倍と26か月連続で
前年を下回っており、厳しい雇用情勢が続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・８月の新規求人数は前年比で5.9％の減少となって
いる。新規求職者数は前年比で0.1％の減少となって
いる。月間有効求人倍率は0.36倍であり、前年の0.41
倍を0.05ポイント下回っている。

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・景気後退からの回復のペースは緩慢であり、それを
反映するかのように求人数、採用者数の動きが停滞し
ている。大学においても後期授業のスタートに伴い学
生対応を始め、内定情報等を引き出しているが、前年
のような内定者の伸びがみられない結果となってい
る。また、未内定者に対する求人情報の提供も極めて
厳しくなっている。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・９月の募集広告の売上は前年比77％となっており、
前月に持ち直しつつあるかにみえた傾向が、また下落
基調に戻っている。特に、これまで比較的堅調だった
介護福祉系で減少が目立っており、前年に小口出稿の
あった38社からの出稿が無くなり、前年比59％と大幅
に減少している。派遣は、引き続き札幌、東京の大手
からの出稿がなく、金額的に大きく減少している。

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連


